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第
一
回
総
選
挙
後
の
政
治
情
勢
月
曜
会
と
大
阪
苦
楽
府
を
中
心
に
原
田
敬
一
は
じ
め
に
自
由
民
権
運
動
に
つ
い
て
、
大
阪
の
研
究
が
乏
し
い
と
言
わ
れ
て
久
し
い
。
一
番
強
く
そ
の
声
を
あ
げ
た
の
は
、
北
崎
曲豆
二
氏
で
あ
る
。
二
つ
の
方
向
か
ら
進
め
ら
れ
た
氏
の
自
由
民
権
運
動
研
究
は
、
別
に
総
括
す
る
場
を
も
ち
た
い
が
、
こ
こ
で
は
大
同
団
結
運
動
以
後
、
第
一
回
総
選
挙
を
経
た
大
阪
の
状
況
を
究
明
す
る
問
題
に
絞
り
た
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
重
要
な
先
行
研
究
は
三
つ
あ
る
。
第
一
に
、
猪
飼
隆
明
「第
一
回
帝
国
議
会
選
挙
と
人
民
闘
争
」
(
『史
林
』
五
七
巻
一
号
、
一
九
七
四
年
一
月
)、
第
二
に
後
藤
孝
夫
「東
雲
新
聞
略
史
」
(『復
刻
東
雲
新
聞
』
別
巻
所
収
、
一
九
七
七
年
三
月
)
、
第
三
に
北
崎
豊
二
「大
同
団
結
運
動
と
大
阪
の
倶
楽
部
-
月
曜
会
と
大
阪
苦
楽
府
を
中
心
に
」
(同
氏
『近
代
大
阪
と
部
落
問
題
』
所
収
、
解
放
出
版
社
、
一
九
九
七
年
四
月
。
以
下
北
崎
A
と
略
称
)
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
『朝
日
新
聞
』
や
『東
雲
新
聞
』
な
ど
を
丹
念
に
読
み
解
い
た
労
作
で
あ
る
が
、
後
藤
氏
の
も
の
は
中
江
兆
民
と
東
雲
新
聞
を
主
題
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
猪
飼
氏
と
北
崎
氏
の
も
の
は
第
一
回
総
選
挙
ま
で
の
追
跡
が
中
心
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
第
一
回
総
選
挙
後
の
政
治
情
勢
を
解
明
す
る
こ
と
を
、
本
稿
の
目
的
と
し
た
い
。
第
一
回
総
選
挙
後
の
政
治
情
勢
=
二
七
=
二
八
一
前
提
1
三
つ
の
民
権
団
体
に
つ
い
て
　ユ
　
一
八
八
七
年
か
ら
一
八
九
〇
年
頃
の
大
阪
に
は
、
い
く
つ
か
の
政
治
集
団
が
存
在
し
た
。
第
一
は
、
旧
立
憲
政
党
員
の
集
団
で
、
数
も
多
く
政
治
的
影
響
力
も
大
き
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
明
治
一
四
年
政
変
後
の
あ
る
意
味
で
の
混
迷
期
に
、
政
談
演
説
会
な
ど
を
通
じ
て
人
々
へ
の
働
き
か
け
を
続
け
て
い
た
。
そ
の
一
つ
が
改
進
党
系
も
巻
き
込
ん
だ
一
八
八
七
年
九
月
の
大
阪
談
話
会
結
成
で
あ
る
。
数
カ
月
で
百
数
十
名
ま
で
拡
大
し
、
同
年
一
二
月
の
第
六
回
大
阪
府
会
選
挙
を
闘
っ
た
後
、
保
安
条
例
に
お
さ
れ
て
一
八
八
八
年
二
月
一
日
に
解
散
し
て
し
ま
う
。
そ
の
直
後
、
彼
ら
は
北
浜
倶
楽
部
を
結
成
し
、
一
方
で
土
着
名
望
　　
　
資
産
家
の
地
域
組
織
と
し
て
南
倶
楽
部
(
一
八
八
八
年
二
月
一
九
日
設
立
)
、
西
倶
楽
部
(同
年
四
月
八
日
設
立
)
を
組
織
し
た
。
第
二
は
、
旧
自
由
党
員
の
集
団
で
、
活
発
で
は
あ
る
が
、
地
域
へ
の
影
響
力
は
相
対
的
に
少
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
一
八
八
二
年
九
　
ヨ
　
月
以
来
「自
由
平
権
懇
親
会
」
を
四
回
開
催
し
、
一
八
八
七
年
=
月
関
西
愛
国
同
盟
会
の
組
織
化
に
至
る
。
同
盟
会
は
、
少
数
の
土
着
名
望
家
も
含
む
が
、
主
導
的
な
人
物
は
「寄
留
民
」
で
あ
り
、
民
党
運
動
を
外
か
ら
持
ち
込
む
も
の
だ
っ
た
。
第
三
は
、
壮
士
団
で
あ
る
。
一
八
八
七
年
一
二
月
の
保
安
条
例
の
公
布
に
よ
り
、
東
京
に
集
ま
っ
て
い
た
壮
士
団
が
、
大
阪
へ
流
入
し
、
新
た
に
い
く
つ
か
の
結
成
も
見
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
に
先
だ
っ
て
、
一
八
八
七
年
八
月
に
は
、
大
日
本
振
義
会
が
、
芝
亭
実
忠
.
宮
内
和
泉
・
山
野
千
里
・
大
河
内
清
次
郎
・
河
野
嘉
太
郎
・
物
集
角
太
郎
ら
を
発
起
人
と
し
、
西
区
新
町
南
通
三
丁
目
に
設
立
さ
れ
た
(「○
大
日
本
振
義
会
」、
『大
阪
日
報
』
一
八
八
七
年
八
月
一
〇
日
)。
一
八
八
八
年
に
は
、
宮
地
茂
平
・
津
野
毅
一
郎
.
安
田
好
則
ら
の
壮
士
倶
楽
部
、
河
谷
正
鑑
ら
の
浪
華
倶
楽
部
(九
月
)
も
結
成
さ
れ
た
。
一
八
八
九
年
一
一
月
に
は
、
中
江
兆
民
も
関
与
し
た
大
阪
青
年
倶
楽
部
も
結
成
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
、
「政
談
演
説
会
や
壮
士
運
動
会
に
終
始
し
て
お
り
、
民
衆
の
切
実
な
生
活
要
求
や
　ざ
運
動
と
の
結
び
つ
き
は
殆
ん
ど
み
ら
れ
な
い
」
も
の
だ
っ
た
。
宮
地
茂
平
や
津
田
官
次
郎
ら
は
、
一
九
九
二
年
九
月
に
は
東
京
に
舞
台
　
ら
　
を
求
め
、
壮
士
に
よ
る
東
洋
義
会
を
組
織
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
民
権
団
体
は
、
北
浜
倶
楽
部
〉
関
西
愛
国
同
盟
会
V
壮
士
団
の
順
で
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
彼
ら
も
第
一
回
総
選
挙
を
闘
う
わ
け
で
あ
る
。
地
域
へ
の
影
響
力
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
二
第
一
回
総
選
挙
を
前
に
し
て
ー
月
曜
会
と
大
阪
苦
楽
府
第
一
回
総
選
挙
に
ど
の
よ
う
な
政
治
勢
力
で
の
ぞ
む
か
は
、
地
域
の
政
治
団
体
に
結
集
と
分
裂
の
契
機
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
大
阪
で
も
同
じ
で
あ
る
。
　　
　
一
八
八
八
年
の
大
阪
で
、
「
最
大
・
最
有
力
の
倶
楽
部
は
北
浜
倶
楽
部
で
あ
っ
た
」。
後
藤
象
二
郎
と
星
亨
の
す
す
め
る
大
同
団
結
運
動
は
、
一
八
八
八
年
一
〇
月
一
四
日
大
阪
で
、
全
国
有
志
懇
親
会
を
開
き
、
特
に
九
州
の
勢
力
と
大
阪
の
勢
力
と
の
協
力
が
約
さ
れ
た
。
こ
れ
を
も
と
に
、
北
浜
倶
楽
部
で
は
、
一
九
日
大
同
団
結
し
て
一
大
政
党
を
作
る
か
ど
う
か
を
議
論
す
る
会
議
を
も
っ
た
。
こ
こ
で
、
　　
　
大
三
輪
長
兵
衛
ら
改
進
党
員
は
、
大
同
団
結
運
動
の
政
党
化
に
反
対
し
た
。
彼
ら
を
中
心
に
同
月
下
旬
大
阪
協
和
会
が
結
成
さ
れ
る
。
北
浜
倶
楽
部
は
、
事
実
上
分
裂
し
た
。
一
〇
月
一
九
日
の
会
議
で
、
九
州
の
勢
力
と
の
連
合
を
求
め
た
残
り
の
北
浜
倶
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
も
、
翌
一
八
八
九
年
二
月
下
旬
の
九
州
同
志
委
員
会
が
九
州
だ
け
の
団
結
を
決
議
し
た
た
め
、
連
合
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
ず
、
河
野
広
中
ら
の
大
同
倶
楽
部
に
結
集
す
る
こ
と
を
、
三
月
末
か
ら
四
月
に
は
決
め
た
よ
う
で
あ
る
。
四
月
七
日
に
は
、
次
の
代
表
者
に
よ
る
会
談
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
(『大
阪
朝
日
新
聞
』
四
月
一
〇
日
)。
大
阪
側
菊
池
侃
二
・
森
作
太
郎
・
渋
川
忠
二
郎
・
伊
藤
徳
三
大
同
倶
楽
部
側
垣
内
正
輔
・
松
下
丈
吉
残
り
の
北
浜
倶
楽
部
の
う
ち
、
菊
池
ら
大
同
倶
楽
部
に
結
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
、
こ
の
会
談
の
直
後
の
四
月
一
二
日
月
曜
会
を
結
成
す
る
の
で
あ
る
。
月
曜
会
は
、
大
同
倶
楽
部
系
の
有
力
団
体
と
な
っ
た
。
第
一
回
総
選
挙
後
の
政
治
情
勢
=
二
九
一
四
〇
○
当
地
の
独
立
党
と
称
せ
ら
る
〉
一
派
の
団
体
は
遂
に
大
同
派
に
聯
合
す
る
こ
と
〉
な
り
し
趣
を
此
程
の
紙
上
に
掲
げ
し
が
、
此
事
に
付
同
党
の
重
立
ち
し
人
々
は
一
昨
夜
(引
用
者
注
:
一
二
日
)
北
浜
倶
楽
部
に
集
会
を
開
き
、
愈
々
此
度
委
員
を
差
出
し
大
同
派
委
員
と
協
議
の
上
果
し
て
意
見
の
合
同
し
将
来
共
に
運
動
す
べ
き
も
の
と
認
む
る
時
は
之
に
聯
合
す
べ
し
と
の
事
を
議
決
し
、
猶
右
委
員
は
山
下
重
威
・
森
作
太
郎
・
東
尾
平
太
郎
の
三
氏
と
、
之
に
伊
藤
徳
三
・
横
田
虎
彦
二
氏
の
う
ち
協
議
の
上
一
名
を
加
へ
都
合
四
名
と
定
め
、
又
此
独
立
党
と
称
せ
ら
る
〉
も
の
は
自
今
月
曜
会
と
称
し
て
毎
月
曜
日
に
集
会
を
開
き
、
政
治
経
済
学
等
の
研
窮
を
為
す
こ
と
を
も
同
時
に
議
決
し
た
り
と
い
ふ
(『大
阪
朝
日
新
聞
』
四
月
一
四
日
)
こ
の
う
ち
森
作
太
郎
(代
言
人
、
西
区
)
は
、
一
八
八
七
年
一
二
月
(第
六
回
大
阪
府
会
選
挙
)
で
当
選
以
来
、
一
八
九
四
年
=
月
辞
任
ま
で
府
会
議
員
を
続
け
て
い
る
。
山
下
重
威
(代
言
人
、
東
区
)
は
、
一
八
八
八
年
二
月
(補
欠
選
挙
)
で
当
選
し
、
一
八
九
五
年
二
月
満
期
退
任
ま
で
府
会
議
員
を
務
め
た
。
東
尾
平
太
郎
(南
河
内
郡
、
農
業
)
は
、
一
八
八
一
年
三
月
(第
一
回
府
会
選
挙
)
で
当
選
以
来
、
一
八
八
七
年
一
二
月
ま
で
府
会
議
員
を
務
め
、
さ
ら
に
一
八
八
九
年
二
月
の
選
挙
で
も
当
選
し
た
が
、
一
八
九
〇
年
七
　　
　
月
の
第
一
回
総
選
挙
で
衆
議
院
議
員
に
な
り
、
府
会
議
員
を
辞
職
す
る
。
つ
ま
り
三
人
と
も
現
職
の
府
会
議
員
だ
っ
た
。
四
月
七
日
の
会
議
に
出
席
し
た
四
人
の
う
ち
、
菊
池
侃
二
(東
区
、
代
言
人
)
は
一
八
八
七
年
一
二
月
か
ら
、
衆
議
院
議
員
に
な
っ
た
一
八
九
〇
年
七
月
ま
で
府
会
議
員
。
渋
川
忠
二
郎
(西
区
、
代
言
人
)
は
、
一
八
八
九
年
一
月
か
ら
一
八
九
三
年
二
月
ま
で
府
会
議
　　
　
員
。
二
人
に
森
作
太
郎
を
加
え
た
三
人
が
、
現
職
の
府
会
議
員
と
な
る
。
こ
れ
ら
か
ら
月
曜
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
は
、
名
望
家
か
ら
な
る
府
会
議
員
ク
ラ
ス
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
後
藤
孝
夫
氏
は
、
「北
浜
　り
　
倶
楽
部
、
特
に
そ
の
な
か
の
進
歩
分
子
を
集
め
た
独
立
党
」
で
「府
会
の
有
力
者
を
ふ
く
む
代
言
人
が
多
か
っ
た
」
と
評
価
し
て
い
る
。
『
東
雲
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
構
成
員
は
次
の
三
〇
名
(四
月
二
八
日
と
三
〇
日
の
記
事
、
並
び
に
三
〇
日
の
訂
正
記
事
を
含
め
、
五
十
音
順
に
並
べ
換
え
た
。
表
中
(代
)
は
代
言
人
、
(新
)
は
新
聞
記
者
、
(医
)
は
医
師
の
略
。
後
掲
の
「姓
名
表
」
に
基
づ
く
)。
秋
月
清
十
郎
・
石
橋
栄
太
郎
(代
)
・
泉
由
次
郎
・
伊
藤
徳
三
(代
)
・
植
田
重
太
郎
・
梅
田
壮
二
(代
)
・
奥
繁
三
郎
(代
)
・
金
丸
鉄
・
菊
池
侃
二
(代
)
・
岸
本
庄
平
(代
)
・
窪
田
熊
太
郎
(代
)
・
後
藤
玉
城
・
渋
川
忠
二
郎
(代
)
・
左
近
司
六
蔵
(代
)
・
佐
々
木
政
乂
・
太
宰
勇
助
(代
)
・
多
田
直
勝
(新
)
・
豊
田
文
三
郎
・
中
川
澄
(新
)
・
成
道
二
郎
(代
)
・
西
村
輔
三
(医
)
・
羽
床
修
(代
)
・
東
尾
平
太
郎
・
松
本
幹
一
・
溝
端
佐
太
郎
・
森
作
太
郎
(代
)
・
薮
清
右
衛
門
・
山
下
重
威
(代
)
・
横
田
虎
彦
(代
)
・
善
積
順
蔵
　ユ
こ
の
報
道
は
、
北
崎
氏
が
発
見
さ
れ
た
「月
曜
会
規
則
・
月
曜
会
々
友
姓
名
表
」
に
掲
載
さ
れ
た
七
六
名
(
「明
治
廿
二
年
六
月
調
査
」
)
と
対
照
す
る
と
、
傍
線
を
付
し
た
二
七
名
と
殆
ど
が
重
な
っ
て
い
る
。
『東
雲
新
聞
』
の
調
査
力
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
一
例
で
あ
る
(「
太
宰
勇
助
」
は
、
「姓
名
表
」
の
友
輔
が
正
し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
)
。
北
崎
A
論
文
に
は
、
同
じ
「
明
治
廿
二
年
六
月
調
査
」
の
も
の
に
人
名
の
追
加
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
「姓
名
表
」
も
あ
り
、
そ
れ
に
は
松
本
幹
一
も
登
場
す
る
。
『東
雲
新
聞
』
の
三
〇
名
の
う
ち
一
五
名
が
代
言
人
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
「代
言
人
党
と
称
す
る
も
不
可
な
き
な
り
」
と
『東
雲
新
聞
』
(
一
八
八
九
年
五
月
三
日
)
が
喝
破
す
る
の
も
不
当
で
は
な
い
。
た
だ
、
一
カ
月
余
り
後
に
作
ら
れ
た
と
す
る
「姓
名
表
」
に
は
、
そ
れ
以
外
の
四
六
人
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
『東
雲
新
聞
』
の
調
査
力
を
高
い
も
の
と
認
定
す
る
立
場
か
ら
言
え
ぼ
、
四
月
の
三
〇
人
が
、
六
月
に
は
七
六
人
に
増
加
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
七
六
人
段
階
で
は
、
一
七
人
が
代
言
人
で
、
四
一
人
が
大
阪
府
会
議
員
と
な
り
(区
部
選
出
一
一
人
、
郡
部
選
出
三
〇
人
)
、
定
数
七
一
人
(区
部
二
八
人
、
郡
部
四
三
人
)
の
う
ち
「過
半
数
が
月
曜
会
に
加
盟
し
て
い
　ほ
　
た
」。
月
曜
会
の
主
力
は
、
府
会
議
員
に
選
出
さ
れ
て
い
た
地
域
名
望
資
産
家
に
移
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
月
曜
会
と
は
異
な
る
政
治
団
体
も
結
成
さ
れ
た
。
北
崎
A
論
文
に
よ
れ
ば
、
「独
立
党
が
月
曜
会
と
改
称
す
る
こ
と
を
議
決
　
お
　
し
て
間
も
な
く
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
形
で
大
阪
苦
楽
府
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
。
彼
ら
は
、
北
浜
倶
楽
部
が
加
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
、
独
自
に
「大
阪
に
一
大
団
結
」
(『東
雲
新
聞
』
四
月
一
六
日
)
を
作
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
四
月
一
四
日
に
開
か
れ
た
準
備
会
に
は
、
二
〇
〇
余
名
が
集
ま
り
、
創
立
委
員
一
五
人
を
選
ん
だ
(同
)。
彼
ら
は
、
当
初
「大
阪
倶
楽
部
」、
の
ち
に
大
阪
苦
楽
府
　ぬ
　
を
名
称
と
す
る
。
大
阪
苦
楽
府
が
正
式
に
結
成
さ
れ
た
の
は
、
一
八
八
九
年
四
月
二
六
日
。
こ
の
日
選
出
し
た
常
議
員
は
、
次
の
一
五
第
一
回
総
選
挙
後
の
政
治
情
勢
四
一
一
四
二
人
だ
っ
た
(『東
雲
新
聞
』
四
月
二
八
日
、
五
十
音
順
に
並
べ
換
え
た
)
。
浅
野
雄
介
・
安
東
久
次
郎
・
飯
村
儀
助
・
川
田
勘
兵
衛
・
岸
伸
吉
・
栗
原
亮
一
・
後
藤
昌
直
・
小
西
米
次
郎
・
寺
田
寛
.
戸
田
猛
馬
・
豊
村
喜
久
蔵
・
深
見
伊
助
・
細
井
作
兵
衛
・
矢
野
勝
・
山
脇
鋭
郎
こ
の
う
ち
関
西
愛
国
同
盟
会
の
活
動
で
名
前
が
出
て
い
た
の
は
、
深
見
伊
助
(介
)
・
戸
田
猛
馬
　め
　
の
二
人
で
あ
る
。
深
見
は
、
第
六
回
自
由
平
権
懇
親
会
の
「肝
煎
」
で
あ
り
、
自
由
党
員
で
あ
る
(同
)
。
栗
原
亮
一
・
寺
田
寛
.
戸
田
猛
馬
の
三
名
は
、
東
雲
新
聞
の
構
成
員
で
あ
る
(前
掲
後
藤
論
文
七
三
頁
)。
こ
の
う
ち
か
ら
、
小
西
米
次
郎
・
戸
田
猛
馬
・
山
脇
鋭
郎
の
三
名
が
幹
事
に
互
選
さ
れ
た
(『東
雲
新
聞
』
四
月
三
〇
日
)
。
大
日
本
振
義
会
な
ど
の
壮
士
団
体
の
関
係
者
が
見
当
た
ら
な
い
と
は
い
え
、
自
由
平
権
懇
親
会
-
関
西
愛
国
同
盟
会
の
系
譜
を
も
つ
自
由
党
系
の
団
体
と
考
え
ら
れ
る
。
　め
　
月
曜
会
や
大
阪
苦
楽
府
が
対
立
関
係
を
も
っ
て
結
成
さ
れ
た
の
は
、
第
一
回
総
選
挙
を
前
に
し
た
政
治
勢
力
の
再
編
過
程
に
あ
っ
た
　ぜ
か
ら
で
あ
る
。
全
国
情
勢
も
眺
め
て
み
よ
う
。
一
八
八
九
年
四
月
末
に
開
か
れ
た
大
同
団
結
派
の
主
義
綱
領
起
草
委
員
会
は
、
河
野
広
中
ら
の
政
社
結
成
を
求
め
る
派
(い
わ
ゆ
る
政
社
派
)
と
、
大
井
憲
太
郎
ら
の
ゆ
る
や
か
な
連
合
を
求
め
る
派
(
い
わ
ゆ
る
非
政
社
派
)
に
分
裂
し
、
五
月
一
〇
日
政
社
派
は
大
同
倶
楽
部
、
非
政
社
派
は
大
同
協
和
会
を
結
成
し
た
。
両
者
は
対
立
関
係
に
あ
っ
た
が
、
お
り
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
大
隈
重
信
の
条
約
改
正
案
に
は
反
対
で
、
両
派
は
保
守
中
正
派
・
玄
洋
社
・
紫
溟
会
な
ど
と
と
も
に
、
八
月
末
に
条
約
改
正
案
反
対
の
大
演
説
会
を
東
京
で
開
い
て
い
る
。
一
二
月
一
九
日
、
板
垣
退
助
が
動
き
だ
し
、
大
阪
で
旧
自
由
党
員
と
の
懇
親
会
を
開
い
た
際
、
愛
国
公
党
を
組
織
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
大
同
倶
楽
部
も
大
同
協
和
会
も
、
こ
れ
に
は
不
参
加
で
、
独
自
に
政
党
結
成
計
画
を
進
め
て
い
く
。
一
八
九
〇
年
一
月
二
一
日
、
大
同
協
和
会
は
解
散
し
、
自
由
党
を
結
党
し
た
。
五
月
五
日
、
愛
国
公
党
が
結
党
さ
れ
た
が
、
板
垣
退
助
は
愛
国
公
党
・
自
由
党
・
大
同
倶
楽
部
の
三
派
合
同
を
求
め
た
。
一
四
日
、
三
派
の
代
表
者
会
議
は
、
三
派
合
同
を
決
議
し
、
一
五
日
庚
寅
倶
楽
部
を
組
織
し
た
が
、
正
式
な
政
党
組
織
は
総
選
挙
後
に
延
期
さ
れ
た
。
第
一
回
総
選
挙
は
、
各
派
の
力
を
試
す
場
と
し
て
闘
わ
れ
た
。
三
第
一
回
総
選
挙
と
大
阪
一
八
九
〇
年
七
月
一
日
に
挙
行
さ
れ
た
第
一
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
(定
数
三
〇
〇
)
は
、
第
1
表
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
。
　　
　
同
年
八
月
二
一
日
、
国
権
派
や
保
守
中
正
派
な
ど
の
議
員
六
三
名
に
よ
っ
て
大
成
会
が
結
成
さ
れ
た
。
八
月
に
は
、
旧
自
由
党
系
で
統
一
政
党
へ
向
け
た
運
動
が
活
発
化
し
た
。
四
日
愛
国
公
党
と
自
由
党
が
ま
ず
解
散
、
七
日
九
州
同
志
会
(九
州
連
合
同
志
会
は
、
同
年
七
月
二
二
日
九
州
同
志
会
と
改
称
し
た
1
前
掲
『議
会
制
度
百
年
史
』
二
頁
)、
一
七
日
大
同
倶
楽
部
と
続
い
て
解
散
し
た
。
二
三
日
か
ら
こ
れ
ら
各
派
(旧
自
由
党
系
三
派
と
、
旧
九
州
同
志
会
)
に
京
都
公
友
会
、
群
馬
公
議
会
も
加
　　
　
わ
っ
た
委
員
四
〇
名
が
集
ま
っ
て
、
合
同
問
題
を
議
論
し
、
二
五
日
に
新
政
党
の
結
成
を
決
議
す
る
に
至
っ
た
。
こ
こ
に
、
議
員
一
二
　　
　
二
名
が
参
加
す
る
立
憲
自
由
党
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
は
前
記
会
派
か
ら
次
の
よ
う
に
加
わ
っ
て
い
る
。
大
同
倶
楽
部
42
/
愛
第
1
表
第
一
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
結
果
国
公
党
34
/
自
由
党
大
同
倶
楽
部
54
、
愛
国
公
党
36
、
九
州
連
合
同
志
会
24
、
自
由
党
17
立
憲
改
進
党
43
自
治
派
12
、
国
権
派
12
、
保
守
中
正
派
6
京
都
府
公
民
会
5
、
広
島
政
友
会
4
、
宮
城
政
会
4
、
群
馬
公
議
会
3
、
京
都
公
友
会
1
、
無
所
属
79
(注
)
『議
会
制
度
百
年
史
』
院
内
会
派
編
衆
議
院
の
部
、
一
頁
、
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
九
〇
年
第
一
回
総
選
挙
後
の
政
治
情
勢
一
四
三
13
/
九
州
同
志
会
21
/
群
馬
公
議
会
3
/
京
都
公
友
会
1
/
立
憲
改
進
党
1
/
広
島
政
友
会
1
/
無
所
属
6
一
四
四
八
月
二
八
日
、
立
憲
自
由
党
所
属
議
員
と
六
名
の
無
所
属
議
員
で
弥
生
倶
楽
部
が
、
院
内
交
渉
団
体
と
し
て
組
織
さ
れ
た
。
以
上
の
所
属
を
、
大
阪
選
出
議
員
で
表
示
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
と
な
る
。
第
2
表
第
一
回
総
選
挙
選
出
大
阪
各
選
挙
区
議
員
の
所
属
異
動
選
挙
区
議
員
名
当
選
時
当
初
八
月
段階
第一
区
粟
谷
品
三
中
立
無
所
属
大
成
会
第
二
区
豊
田
文
三
郎
月
曜
会
(
大
同
倶
楽
部系
)
無
所
属
弥
生
倶楽
部
第
三
区
浮
田
桂
造
中
立
無
所
属
大
成
会
☆
第
四
区
中
江
篤
介
大
阪
苦
楽
府
(
自
由
派)
無
所
属
弥
生
倶楽
部
第
五
区
菊池
侃
二
月
曜
会
(
大
同
倶
楽
部
系)
大
同
倶
楽
部
立
憲
自
由
党
↓
弥
生
倶
楽
部
第
六
区
俣
野
景
孝
中
立
無
所
属
大
成
会
第
七
区
東
尾
平
太
郎
月
曜
会
(
大
同
倶
楽
部
系)
大
同
倶
楽
部
立
憲
自
由
党
↓
弥
生
倶
楽
部
第
八
区
横
山
勝
三
郎
月
曜
会
(
大
同
倶
楽
部
系)
大
同
倶
楽
部
立
憲
自
由
党
↓
弥
生
倶
楽
部
第
九
区
佐
々
木
政
乂
月
曜
会
(
大
同倶
楽
部
系)
不
明
大
成
会
☆
(注
)
当
選
時
ま
で
の
デ
ー
タ
は
、
北
崎
A
論
文
二
七
九
頁
の
第
2
表
。
当
初
と
は
、
当
選
か
ら
八
月
の
各
会
派
結
成
ま
で
を
示
す
。
八
月
段
階
の
移
動
は
、
前
掲
『百
年
史
』
二
～
五
頁
に
よ
る
。
☆
は
、
大
成
会
入
会
日
付
が
不
明
で
、
「
そ
の
後
加
入
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
た
も
の
。
こ
こ
に
大
阪
選
出
代
議
士
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
、
立
憲
自
由
党
が
三
名
、
立
憲
自
由
党
と
共
同
の
院
内
団
体
弥
生
倶
楽
部
に
加
わ
っ
た
の
が
、
そ
れ
以
外
に
二
名
、
合
計
五
人
が
立
憲
自
由
党
系
と
な
っ
た
。
同
年
一
一
月
二
九
日
、
第
一
議
会
の
際
の
議
員
数
は
、
弥
生
倶
楽
部
一
三
一
人
と
な
っ
て
お
り
(三
〇
〇
人
中
四
三
・
六
%
)
、
九
選
挙
区
の
過
半
数
を
立
憲
自
由
党
系
で
占
め
た
の
は
、
平
均
以
上
の
出
来
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
地
域
名
望
資
産
家
を
組
織
し
得
た
月
曜
会
の
力
が
反
映
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
大
阪
に
は
立
憲
改
進
党
系
の
有
力
な
基
盤
が
な
く
、
政
府
よ
り
の
大
成
会
と
、
民
党
の
立
憲
自
由
党
が
直
接
対
立
の
構
図
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
次
の
総
選
挙
で
の
運
動
状
況
を
示
唆
し
て
い
た
と
も
言
え
よ
う
。
立
憲
自
由
党
の
正
式
な
結
党
式
は
、
九
月
一
五
日
東
京
で
行
わ
れ
た
。
総
裁
な
ど
は
お
か
ず
、
各
府
県
二
名
以
下
の
常
議
員
に
よ
り
　れ
　
選
出
し
た
五
名
の
幹
事
に
よ
る
集
団
指
導
体
制
で
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
阪
府
か
ら
選
出
さ
れ
た
常
議
員
は
、
中
川
澄
と
横
田
虎
彦
だ
っ
た
(『郵
便
報
知
新
聞
』
一
八
九
〇
年
九
月
一
六
日
)
。
中
川
は
、
『大
阪
日
報
』
の
も
と
印
刷
署
名
人
で
旧
立
憲
政
党
員
、
横
田
は
月
曜
会
員
で
あ
る
。
四
倶
楽
部
の
動
向
月
曜
会
の
解
散
と
も
あ
れ
、
立
憲
自
由
党
系
の
代
議
士
五
人
を
抱
え
て
、
有
力
な
地
盤
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
大
阪
に
、
急
ぎ
支
部
を
作
る
こ
と
が
、
立
憲
自
由
党
の
中
央
、
大
阪
地
方
の
両
者
の
課
題
と
な
っ
て
現
れ
て
き
た
。
た
だ
、
こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
き
た
の
が
、
第
一
回
総
選
挙
の
直
後
、
七
月
二
五
日
に
公
布
さ
れ
た
集
会
及
び
政
社
法
で
あ
る
。
政
党
活
動
と
、
政
党
間
の
連
携
を
制
限
す
る
こ
の
法
に
、
『大
阪
朝
日
新
聞
』
な
ど
は
大
き
な
反
対
の
声
を
あ
げ
な
か
っ
た
も
の
の
、
実
際
の
圧
迫
は
公
布
以
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
○
大
阪
月
曜
会
の
組
織
に
就
き
大
阪
府
警
察
本
部
に
於
て
何
か
取
調
を
要
す
る
こ
と
あ
り
、
一
昨
日
同
会
幹
事
を
喚
出
せ
し
か
ば
伊
藤
徳
三
氏
が
出
頭
し
た
る
に
、
稲
田
高
等
警
察
課
長
が
之
に
面
接
し
長
々
問
答
あ
り
し
趣
な
る
が
、
是
は
万
一
同
会
の
当
初
学
術
上
の
も
の
な
り
し
に
近
来
其
運
動
漸
く
政
治
線
内
に
及
び
し
が
如
き
形
迹
あ
る
ゆ
え
其
辺
の
事
に
関
す
る
も
の
に
て
は
な
き
か
な
ど
評
す
る
人
も
あ
り
と
い
へ
ど
実
際
如
何
に
や
(『大
阪
朝
日
新
聞
』
七
月
九
日
)
こ
の
観
測
は
当
た
っ
て
い
た
。
こ
の
時
、
稲
田
課
長
は
「
同
会
に
し
て
万
一
政
治
上
に
運
動
せ
ば
遂
に
解
散
を
命
ず
る
の
已
む
を
得
ざ
る
に
も
至
ら
ん
」
と
伝
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
含
ん
で
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
、
二
週
間
後
の
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
に
第
一
回
総
選
挙
後
の
政
治
情
勢
一
四
五
一
四
六
掲
載
さ
れ
た
(七
月
二
六
日
)。
○
大
阪
月
曜
会
の
政
社
組
織
大
阪
月
曜
会
は
予
て
披
露
せ
し
如
く
一
昨
々
二
十
三
日
関
西
日
報
社
内
に
て
総
会
を
開
き
、
三
百
二
十
余
名
の
会
員
中
僅
に
三
十
余
名
出
席
せ
し
が
、
其
議
案
の
要
領
は
、
元
来
同
会
は
学
術
的
組
織
な
れ
ど
も
時
世
の
変
遷
に
伴
ひ
其
運
動
の
勢
不
知
不
識
夫
の
政
治
の
上
に
趨
か
ん
と
す
る
を
以
て
、
大
阪
府
警
察
本
部
は
度
々
注
意
を
促
し
、
同
会
に
し
て
万
一
政
治
上
に
運
動
せ
ぼ
遂
に
解
散
を
命
ず
る
の
已
む
を
得
ざ
る
に
も
至
ら
ん
と
の
事
を
達
し
其
上
又
内
務
省
よ
り
同
趣
意
の
達
を
蒙
れ
り
、
故
に
同
会
は
今
後
も
猶
学
術
的
組
織
を
存
す
る
か
將
断
然
政
社
組
織
と
な
す
か
を
此
際
に
決
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
い
ふ
に
あ
り
し
に
、
結
局
政
社
組
織
と
な
す
事
に
議
決
し
、
引
続
き
其
組
織
に
係
る
取
調
委
員
を
置
く
べ
き
事
を
も
議
決
し
、
即
ち
幹
事
中
の
横
田
虎
彦
、
伊
藤
徳
三
、
豊
岡
進
一
郎
の
三
氏
等
七
名
、
会
員
中
の
山
下
重
威
、
左
近
司
六
蔵
、
菊
池
侃
二
、
奥
繁
三
郎
の
四
氏
を
挙
げ
て
其
委
員
と
定
め
頓
て
退
散
を
告
げ
た
り
と
聞
く
あ
　
確
か
に
、
「
一
八
八
九
年
六
月
四
日
制
定
」
の
「
月
曜
会
規
則
」
は
、
第
三
条
本
会
ハ
同
志
相
会
シ
政
治
法
律
経
済
等
ノ
学
術
ヲ
研
究
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
と
あ
っ
て
、
政
社
で
は
な
く
、
学
術
団
体
の
様
相
を
と
っ
て
い
た
。
七
月
二
三
日
の
総
会
で
は
、
明
確
な
政
社
組
織
と
す
る
こ
と
を
議
決
し
、
七
人
の
調
査
委
員
を
選
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
記
事
で
は
一
八
八
九
年
六
月
の
七
六
人
が
、
「
三
百
二
十
余
名
」
に
ま
で
　お
　
拡
大
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
政
社
組
織
化
と
の
議
決
に
も
関
わ
ら
ず
、
会
員
中
に
は
異
論
も
存
在
し
、
「其
は
調
査
委
員
に
於
け
る
調
査
の
都
合
も
あ
る
べ
け
れ
ど
兎
に
角
公
然
の
結
社
届
出
は
来
月
庚
寅
倶
楽
部
の
三
党
合
同
一
件
大
会
の
議
決
を
見
る
ま
で
待
た
ん
と
の
内
議
も
あ
り
と
か
い
ふ
」
(『大
阪
朝
日
新
聞
』
七
月
二
七
日
)
と
、
全
国
情
勢
に
よ
っ
て
決
め
る
と
い
う
意
見
も
根
強
か
っ
た
。
恐
ら
く
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
名
前
を
消
し
た
三
〇
数
人
の
名
簿
を
作
り
、
同
月
二
九
日
所
轄
警
察
署
(事
務
所
は
関
西
日
報
社
内
に
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
所
在
地
西
成
郡
の
曾
根
崎
警
察
署
だ
と
思
わ
れ
る
)
に
政
社
届
を
提
出
し
た
。
○
大
阪
月
曜
会
(前
略
)
其
後
ま
た
驟
に
内
議
の
変
じ
た
る
も
の
か
、
一
昨
日
仮
幹
事
伊
藤
徳
三
、
左
近
司
六
蔵
、
豊
岡
進
一
郎
の
三
氏
よ
り
会
員
名
簿
を
添
へ
所
轄
警
察
署
へ
弥
よ
政
社
の
届
出
を
為
し
た
り
、
此
の
名
簿
に
依
れ
ば
総
員
す
ぐ
つ
て
三
拾
余
名
に
し
て
創
立
以
来
同
会
員
中
錚
々
の
聞
あ
り
し
菊
池
侃
二
、
豊
田
文
三
郎
、
東
尾
平
太
郎
、
横
田
虎
彦
等
重
立
て
る
諸
氏
の
名
前
は
之
な
く
多
く
は
島
下
、
豊
島
、
能
勢
郡
の
有
志
者
并
に
当
地
の
代
言
人
な
り
し
と
、
学
術
的
の
結
社
と
政
社
の
組
織
と
は
大
に
其
趣
を
異
に
す
る
所
あ
り
と
は
云
へ
去
る
に
て
も
三
百
余
名
の
会
員
が
一
時
に
三
十
余
名
に
減
じ
た
る
は
何
か
子
細
の
あ
る
事
な
ら
ん
(『大
阪
朝
日
新
聞
』
七
月
三
一
日
)
い
っ
た
ん
は
会
員
名
簿
を
提
出
し
て
政
社
と
し
て
再
出
発
し
た
月
曜
会
だ
っ
た
が
、
八
月
に
は
解
散
を
決
め
る
。
○
月
曜
会
解
散
の
議
当
地
の
月
曜
会
は
過
日
政
社
法
発
布
の
当
時
逸
早
く
政
社
組
織
に
改
め
男
ら
し
く
北
警
察
署
へ
届
出
を
為
し
た
る
が
、
其
墨
痕
未
だ
乾
か
ざ
る
う
ち
本
家
本
元
な
る
大
同
倶
楽
部
に
て
は
総
会
の
議
決
を
経
て
解
散
す
る
事
と
な
り
、
更
に
進
歩
党
に
合
し
て
一
大
政
党
の
組
織
に
従
事
し
つ
〉
あ
る
に
依
り
、
此
際
月
曜
会
の
み
政
社
組
織
と
し
て
孤
立
す
る
時
は
現
行
の
政
社
法
に
依
り
他
の
進
歩
党
に
合
同
す
る
事
能
は
ざ
る
を
以
て
寧
ろ
解
散
し
て
世
上
の
動
静
を
窺
ふ
に
如
ず
と
の
説
、
同
会
の
重
立
ち
し
人
々
の
問
に
起
り
畧
ぼ
解
散
の
事
に
評
議
一
決
し
居
る
由
な
れ
ば
不
日
総
会
を
開
き
本
議
に
付
し
た
る
上
い
よ
く
解
散
届
を
差
出
す
な
ら
ん
と
云
ふ
(『大
阪
朝
日
新
聞
』
八
月
二
四
日
)
こ
の
頃
、
解
散
に
追
い
込
ま
れ
た
名
望
家
団
体
は
、
他
に
も
あ
っ
た
。
西
倶
楽
部
は
、
総
選
挙
の
直
後
の
七
月
九
日
解
散
を
決
め
て
い
る
(『大
阪
朝
日
新
聞
』
七
月
一
一
日
)
。
東
区
の
進
取
会
も
七
月
一
二
日
解
散
し
た
(『大
阪
朝
日
新
聞
』
七
月
一
一
日
)。
い
ず
れ
も
総
選
挙
で
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
だ
っ
た
(同
)。
交
信
倶
楽
部
が
、
集
会
及
び
政
社
法
に
よ
っ
て
解
散
を
決
め
た
の
は
、
八
月
一
八
日
(『大
阪
朝
日
新
聞
』
八
月
二
〇
日
)
。
北
倶
楽
部
も
、
一
八
八
九
年
の
市
会
選
挙
と
一
八
九
〇
年
の
総
選
挙
が
終
わ
る
と
、
退
会
者
が
続
出
し
、
創
設
の
際
「
二
百
四
五
十
名
」
も
い
た
会
員
が
、
「昨
今
は
僅
に
七
十
余
名
」
と
な
っ
た
た
め
、
一
〇
月
八
日
の
常
議
員
会
で
解
散
を
決
め
た
(『大
阪
朝
日
新
聞
』
一
〇
月
一
〇
日
)
。
第
一
回
総
選
挙
後
の
政
治
情
勢
一
四
七
一
四
八
月
曜
会
の
場
合
は
、
政
社
組
織
化
に
同
意
す
る
会
員
が
少
な
か
っ
た
た
め
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
八
月
二
四
日
の
記
事
に
あ
る
よ
う
に
、
進
行
し
つ
つ
あ
る
新
政
党
結
成
に
加
わ
ろ
う
と
い
う
政
治
的
積
極
性
の
も
と
に
解
散
を
決
め
た
も
の
だ
ろ
う
。
解
散
を
決
議
し
た
総
会
は
、
九
月
七
日
に
行
わ
れ
た
。
○
月
曜
会
の
解
散
当
地
の
月
曜
会
は
予
記
の
如
く
一
昨
七
日
午
後
一
時
を
期
し
北
新
地
裏
町
の
静
観
楼
に
於
て
会
員
の
総
会
を
開
き
同
会
の
存
廃
を
議
し
た
る
に
来
会
者
五
十
名
許
り
あ
り
、
満
場
一
致
の
賛
成
を
以
て
同
会
を
解
散
し
、
各
自
随
意
に
立
憲
自
由
党
に
加
入
す
る
こ
と
に
決
し
、
其
残
務
は
従
来
の
仮
幹
事
伊
藤
徳
三
、
豊
岡
進
一
郎
、
左
近
司
六
蔵
三
氏
及
会
計
委
員
た
り
し
後
藤
玉
城
、
羽
床
脩
の
二
氏
に
委
任
し
、
多
分
今
九
日
を
以
て
曾
根
崎
警
察
署
に
之
を
届
出
る
こ
と
に
な
し
た
り
(『大
阪
朝
日
新
聞
』
九
月
九
日
)
こ
の
記
事
は
、
懇
親
会
の
席
上
「
社
交
上
の
親
睦
を
図
ら
ん
為
一
の
倶
楽
部
を
設
置
す
る
こ
と
」
を
決
め
て
、
午
後
七
時
頃
解
散
し
た
と
続
く
。
月
曜
会
と
対
立
し
て
き
た
大
阪
苦
楽
府
で
も
、
八
月
に
は
解
散
意
見
が
現
れ
出
し
た
。
○
大
阪
苦
楽
府
同
苦
楽
府
は
元
来
社
交
的
の
団
体
に
し
て
、
政
治
上
に
は
余
り
関
係
な
き
も
の
〉
由
な
れ
共
、
会
員
中
に
は
往
々
政
治
界
に
奔
走
せ
る
人
あ
る
故
に
や
、
先
般
政
社
法
発
布
の
当
時
府
下
の
或
る
新
聞
紙
に
は
其
筋
よ
り
厳
重
な
る
達
を
受
け
た
り
な
ど
記
載
し
た
る
が
、
今
親
し
く
同
会
員
の
説
く
所
に
拠
れ
ば
、
未
だ
嘗
て
何
等
の
沙
汰
を
受
け
た
る
こ
と
あ
ら
ず
、
然
れ
ど
も
会
員
中
に
は
二
三
解
散
の
意
見
を
持
せ
る
も
の
あ
り
て
其
論
拠
と
す
る
所
は
、
大
阪
苦
楽
府
員
は
多
く
摂
河
泉
同
盟
会
に
加
名
せ
る
に
付
敢
て
二
個
の
団
体
を
設
く
る
必
要
な
し
と
云
ふ
に
在
れ
ど
、
這
は
誠
に
僅
僅
の
少
数
な
れ
ば
矢
張
り
従
来
の
如
く
存
置
す
る
事
に
決
し
、
目
下
役
員
改
選
等
執
行
す
る
運
び
な
り
云
々
と
あ
り
き
(『大
阪
朝
日
新
聞
』
八
月
二
六
日
)
文
中
の
「摂
河
泉
同
盟
会
」
と
は
、
一
八
九
〇
年
四
月
一
九
日
の
「
摂
河
泉
三
国
懇
親
会
」
(八
〇
余
名
参
加
)
の
席
上
、
大
阪
苦
楽
府
の
矢
野
勝
の
「摂
津
、
和
泉
、
河
内
三
国
の
将
来
自
由
主
義
を
執
ら
ん
も
の
相
合
し
て
一
の
団
体
を
組
成
し
摂
河
泉
同
志
会
と
称
し
政
治
上
に
運
動
せ
ん
L
と
い
う
提
案
で
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
場
で
創
立
委
員
に
、
大
阪
苦
楽
府
の
寺
田
寛
、
寺
尾
鉄
之
助
、
日
野
国
明
が
選
ば
れ
、
「府
下
の
大
阪
苦
楽
府
、
交
信
倶
楽
部
、
茶
談
会
、
南
摂
同
志
会
、
北
摂
同
志
会
の
各
団
体
并
に
摂
津
の
豊
島
郡
、
島
下
郡
、
和
泉
の
日
根
郡
、
河
内
の
交
野
郡
の
有
志
中
よ
り
一
人
乃
至
二
人
の
発
起
人
を
出
し
、
創
立
事
務
所
を
大
阪
苦
楽
府
内
に
置
く
」
と
議
決
し
て
い
る
(『大
阪
朝
日
新
聞
』
一
八
九
〇
年
四
月
二
二
日
)
。
こ
の
記
事
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
団
体
は
二
五
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
「愛
国
公
党
の
結
党
式
」
に
参
加
す
る
た
め
の
準
備
だ
っ
た
。
と
は
い
え
、
大
阪
苦
楽
府
系
の
団
体
に
お
い
て
も
、
府
下
四
郡
以
上
に
地
域
団
体
を
組
織
し
て
い
る
の
が
、
注
目
さ
れ
る
。
八
月
の
記
事
の
末
尾
に
あ
る
よ
う
に
、
存
置
説
が
多
数
を
占
め
、
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
常
議
員
一
五
人
を
選
出
、
常
議
員
会
は
、
次
の
三
人
を
幹
事
に
選
び
、
彼
ら
は
「諾
し
た
り
」
と
い
う
。
[大
阪
苦
楽
府
の
新
幹
事
]
矢
野
勝
・
寺
尾
鉄
之
助
・
金
丸
鉄
た
だ
、
方
針
に
変
更
が
あ
り
、
「
尤
も
同
苦
楽
府
の
方
針
は
専
ら
府
下
実
業
者
流
を
集
め
、
政
事
以
外
に
着
実
の
運
動
を
な
す
方
に
取
る
筈
な
る
よ
し
」
(『大
阪
朝
日
新
聞
』
八
月
三
〇
日
)。
第
一
回
総
選
挙
で
あ
ま
り
影
響
力
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
理
由
を
、
実
業
者
ら
名
望
家
の
結
集
の
少
な
さ
に
あ
っ
た
と
総
括
し
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
大
阪
苦
楽
府
は
存
続
し
た
が
、
月
曜
会
が
解
散
し
た
た
め
、
両
者
の
対
立
は
半
ば
解
消
し
、
立
憲
自
由
党
の
大
阪
事
務
所
は
、
半
年
交
代
で
東
雲
新
聞
社
と
関
西
日
報
社
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
(
『東
雲
新
聞
』
一
一
月
一
六
日
)。
一
八
九
一
年
一
月
一
八
日
に
開
か
れ
る
立
憲
自
由
党
の
臨
時
大
会
を
前
に
、
よ
う
や
く
旧
月
曜
会
員
、
大
阪
苦
楽
府
会
員
な
ど
を
集
め
た
在
阪
の
自
由
党
員
の
集
会
が
、
一
月
=
二
日
開
催
さ
れ
た
。
○
自
由
党
員
の
懇
親
会
昨
日
午
後
三
時
よ
り
曾
根
崎
新
地
裏
町
静
観
楼
に
開
き
し
掲
題
の
会
は
、
参
集
七
十
人
許
に
て
、
先
づ
森
作
太
郎
氏
開
会
趣
意
を
述
べ
、
次
に
矢
野
勝
氏
は
来
る
十
八
日
の
東
京
大
会
に
望
む
所
を
、
西
原
清
東
氏
は
東
京
地
方
に
於
け
る
目
下
の
景
況
を
、
日
野
国
明
氏
は
十
八
日
の
大
会
に
出
席
す
る
大
阪
府
の
委
員
に
注
意
を
促
す
旨
を
孰
も
述
べ
、
其
他
竹
中
鶴
第
一
回
総
選
挙
後
の
政
治
情
勢
一
四
九
一
五
〇
次
郎
氏
等
も
酒
間
に
談
話
を
な
し
、
結
局
別
室
に
て
上
京
委
員
の
数
を
取
定
め
し
結
果
、
即
ち
島
上
島
下
二
郡
に
て
二
人
、
能
勢
豊
島
二
郡
に
て
一
人
、
日
根
南
二
郡
に
て
一
人
、
・西
成
郡
に
て
一
人
、
大
阪
市
は
常
議
員
中
の
五
人
を
孰
も
選
出
す
る
事
と
な
り
し
趣
披
露
あ
り
て
之
に
決
し
、
午
後
六
時
無
事
に
散
会
せ
り
と
い
ふ
(『大
阪
朝
日
新
聞
』
一
八
九
一
年
一
月
一
四
日
欄
外
記
事
)
こ
の
記
事
は
、
欄
外
記
事
で
あ
る
た
め
、
正
確
さ
の
点
で
や
や
欠
け
て
い
る
。
大
阪
支
部
が
未
成
立
の
た
め
「常
議
員
」
は
存
在
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。
翌
日
の
記
事
を
見
て
み
た
い
。
○
立
憲
自
由
党
の
懇
親
会
一
昨
日
午
後
三
時
よ
り
曾
根
崎
新
地
裏
町
静
観
楼
に
掲
題
の
会
を
開
き
し
が
、
参
集
者
は
六
七
十
人
許
に
て
、
先
づ
森
作
太
郎
氏
は
、
発
起
人
に
代
り
開
会
趣
意
の
当
地
党
員
新
年
宴
会
と
同
党
緊
急
問
題
に
対
す
る
打
合
と
を
兼
る
も
の
な
る
事
並
に
関
西
党
員
の
結
合
力
を
此
際
一
層
堅
固
に
し
た
き
旨
を
述
べ
、
其
他
矢
野
勝
氏
、
西
原
清
東
氏
(神
戸
党
員
)
、
日
野
国
明
氏
、
竹
中
鶴
次
郎
氏
等
の
談
話
あ
り
、
夫
よ
り
大
阪
地
方
代
議
員
別
室
に
移
り
、
同
議
員
の
来
る
十
八
日
東
京
大
会
に
　
マ
マ
　
参
列
す
べ
き
人
員
を
定
め
て
更
に
宴
席
に
来
り
、
此
結
果
の
島
上
島
下
二
郡
に
て
二
人
、
能
勢
豊
島
二
郡
に
て
一
人
、
日
根
南
二
郡
に
て
一
人
、
西
成
郡
に
て
一
人
、
大
阪
市
は
五
人
の
参
列
者
を
出
す
事
及
び
其
人
は
明
十
六
日
集
会
予
め
大
会
に
係
る
打
合
を
な
す
事
と
な
り
し
趣
披
露
し
之
に
決
し
て
散
会
せ
し
は
午
後
六
時
な
り
き
(『大
阪
朝
日
新
聞
』
一
月
一
五
日
)
こ
の
記
事
で
は
、
大
阪
市
選
出
の
代
議
員
も
、
た
ん
に
「
五
人
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
森
の
開
会
挨
拶
で
は
、
「
関
西
党
員
の
結
合
力
」
を
強
め
た
い
と
あ
る
。
大
阪
に
お
け
る
自
由
党
員
の
団
結
は
生
長
途
上
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
発
言
者
に
は
、
旧
月
曜
会
(森
)
も
大
阪
苦
楽
府
(矢
野
)
も
お
り
、
両
者
が
加
わ
っ
た
立
憲
自
由
党
の
組
織
化
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
後
も
、
大
阪
府
下
の
立
憲
自
由
党
員
の
集
会
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
か
ら
判
明
す
る
。
○
立
憲
自
由
党
代
議
員
会
当
地
の
立
憲
自
由
党
員
は
今
日
午
後
六
時
よ
り
北
陽
静
観
楼
に
於
て
代
議
員
会
を
開
き
、
東
上
委
員
の
東
京
大
会
の
景
況
を
府
下
一
般
の
党
員
に
報
告
す
る
件
其
他
運
動
上
の
方
法
を
協
議
す
る
筈
な
り
(『大
阪
朝
日
新
聞
』
一
月
二
七
日
)
○
自
由
党
員
の
会
合
大
阪
市
及
び
郡
部
に
在
る
立
憲
自
由
党
員
中
の
重
な
る
人
々
は
、
昨
日
午
後
一
時
よ
り
東
区
北
久
宝
寺
町
第
一
楼
に
集
会
し
、
前
日
同
党
の
大
会
に
付
東
上
せ
し
委
員
よ
り
の
報
告
会
を
開
く
日
限
及
其
他
近
時
の
政
況
を
報
告
す
る
等
に
係
る
協
議
を
な
す
筈
な
り
き
(『大
阪
朝
日
新
聞
』
二
月
一
日
)
○
立
憲
自
由
党
大
阪
地
方
部
大
会
(前
略
)
一
昨
々
日
同
楼
に
開
き
し
大
阪
地
方
部
員
相
談
会
は
二
十
七
人
の
出
席
に
て
、
竹
中
鶴
次
郎
氏
が
東
京
大
会
の
結
果
を
物
語
り
し
後
、
将
来
の
運
動
に
関
し
て
相
談
を
始
む
る
に
、
我
党
議
は
二
一二
有
力
の
人
に
左
右
せ
ら
れ
、
地
方
部
員
の
意
見
曾
て
行
は
れ
ず
、
且
其
二
三
有
力
の
人
の
運
動
に
は
壮
士
を
利
用
す
る
が
如
き
言
語
道
断
の
形
跡
も
見
ゆ
、
大
阪
地
方
部
員
は
速
か
に
是
等
の
人
々
と
手
を
別
ち
政
党
の
名
実
相
称
ふ
自
由
党
を
樹
立
せ
ん
と
い
ふ
や
う
な
る
意
味
に
て
発
言
せ
し
あ
り
し
と
い
へ
ぼ
即
ち
之
と
相
関
す
る
も
の
か
と
も
推
量
せ
ら
る
(『大
阪
朝
日
新
聞
』
二
月
三
日
)
一
月
の
記
事
が
「代
議
員
会
」
と
記
し
、
二
月
三
日
の
そ
れ
が
「大
阪
地
方
部
員
相
談
会
」
と
書
く
よ
う
に
、
大
阪
で
の
組
織
は
ま
だ
お
ぼ
ろ
げ
な
も
の
だ
っ
た
。
月
曜
会
が
組
織
さ
れ
た
後
も
、
北
浜
倶
楽
部
は
社
交
的
組
織
と
し
て
存
続
し
、
月
曜
会
メ
ン
バ
ー
の
森
作
太
郎
も
幹
事
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
も
終
焉
に
近
づ
い
て
い
た
。
○
北
浜
苦
楽
部
は
兼
て
よ
り
夫
の
社
交
倶
楽
部
の
成
立
す
る
上
は
之
に
引
継
ぐ
べ
き
決
議
を
な
し
た
れ
ど
も
今
日
の
模
様
に
て
は
俄
に
其
成
立
を
見
る
べ
き
見
込
も
な
く
且
北
浜
苦
楽
部
は
近
来
追
々
減
員
し
収
支
相
償
は
ざ
る
に
付
き
去
る
十
六
日
集
会
の
上
に
て
仮
に
廃
す
る
こ
と
に
決
せ
し
も
当
日
出
席
人
員
僅
々
た
り
し
を
以
て
猶
明
日
総
会
を
開
き
臨
会
者
の
多
数
に
拘
は
ら
ず
存
廃
を
決
議
す
る
筈
な
り
と
い
ふ
(
『大
阪
朝
日
新
聞
』
三
月
一
九
日
)
三
月
一
六
日
の
総
会
で
解
散
を
仮
決
議
し
た
も
の
の
、
少
数
だ
っ
た
た
め
再
度
二
〇
日
に
総
会
を
開
く
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
○
北
浜
苦
楽
部
解
散
に
決
す
北
浜
苦
楽
部
臨
時
総
会
は
予
報
の
如
く
一
昨
夜
六
時
よ
り
開
会
せ
し
が
出
席
員
十
名
に
て
当
会
の
第
一
回
総
選
挙
後
の
政
治
情
勢
一
五
一
一
五
二
問
題
た
る
同
苦
楽
部
存
廃
の
事
は
愈
解
散
す
る
こ
と
に
決
定
し
現
任
幹
事
上
野
理
一
、
森
作
太
郎
両
氏
の
外
尚
残
務
委
員
三
名
の
選
挙
を
す
る
こ
と
と
な
り
て
投
票
を
行
ひ
し
に
、
前
川
槙
造
、
秋
月
清
十
郎
、
田
口
謙
吉
の
三
氏
当
選
承
諾
し
、
右
幹
事
、
残
務
委
員
は
本
月
中
に
財
産
の
処
分
を
な
し
了
る
筈
な
り
し
と
(『大
阪
朝
日
新
聞
』
三
月
二
二
日
)
よ
う
や
く
北
浜
倶
楽
部
は
、
三
月
二
〇
日
に
解
散
を
決
議
し
た
。
五
立
憲
自
由
党
か
ら
の
分
立
大
阪
自
由
倶
楽
部
の
結
成
二
月
初
旬
第
一
議
会
の
さ
な
か
、
取
る
べ
き
方
針
に
つ
い
て
、
大
阪
で
も
議
論
さ
れ
た
。
次
は
会
合
に
つ
い
て
の
報
道
。
○
立
憲
自
由
党
大
阪
代
議
員
会
は
愈
一
昨
十
一
日
正
午
十
二
時
よ
り
東
区
久
宝
寺
町
第
一
楼
に
開
き
た
り
、
此
日
参
集
の
代
議
員
は
伊
藤
徳
三
、
横
田
虎
彦
、
寺
田
寛
、
金
丸
鉄
、
木
幡
正
起
、
竹
中
鶴
二
郎
、
善
積
順
蔵
、
日
野
国
明
、
寺
尾
鉄
之
助
、
成
道
二
郎
、
森
清
五
郎
、
三
谷
軌
秀
、
門
野
又
蔵
、
森
秀
次
、
植
場
平
、
野
田
正
景
の
諸
氏
等
三
十
一
人
に
て
、
党
員
に
あ
ら
ざ
る
者
は
総
べ
で
会
場
に
入
る
を
許
さ
ず
、
極
め
て
秘
密
に
事
を
議
し
…
…
(『大
阪
朝
日
新
聞
』
二
月
一
三
日
)
厳
重
に
閉
ざ
さ
れ
た
会
議
だ
っ
た
が
、
『大
阪
朝
日
新
聞
』
は
そ
の
内
容
を
伝
え
て
い
る
。
ま
ず
、
大
阪
地
方
の
運
動
を
分
離
す
べ
き
だ
と
い
う
発
議
が
あ
っ
た
(発
言
は
い
ず
れ
も
同
記
事
に
よ
る
)
。
こ
れ
の
先
駆
は
二
月
一
日
の
相
談
会
に
既
に
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
し
て
ほ
し
い
。
東
京
な
る
立
憲
自
由
党
員
が
近
来
の
挙
動
は
、
夫
の
議
院
に
て
専
制
を
な
す
の
傾
あ
る
が
如
き
、
壮
士
を
利
用
し
て
事
を
な
さ
ん
と
し
、
却
つ
て
壮
士
に
利
用
せ
ら
る
〉
や
う
の
姿
あ
る
が
如
き
、
太
だ
穏
か
な
ら
ざ
る
あ
り
、
更
に
其
裏
面
を
観
る
と
き
は
又
言
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
も
見
え
居
れ
り
、
此
他
専
横
に
渉
る
事
往
々
に
し
て
之
あ
り
、
我
輩
は
斯
る
人
々
と
運
動
を
共
に
す
る
を
欲
せ
ず
、
且
将
来
の
進
歩
に
於
て
も
如
何
あ
ら
ん
か
と
懸
念
せ
ら
る
〉
を
以
て
寧
此
際
大
阪
地
方
部
員
だ
け
は
分
離
す
る
方
関
西
の
政
治
的
運
動
却
つ
て
引
立
津
べ
し
、
然
は
い
へ
分
離
の
後
も
自
由
主
義
は
固
く
執
り
其
運
動
の
上
に
於
て
は
立
憲
自
由
党
と
相
提
携
r
す
る
が
宜
し
か
ら
ん
こ
の
分
離
説
に
対
し
て
、
反
対
論
が
展
開
さ
れ
た
。
東
京
党
員
行
為
に
弊
害
あ
り
と
す
る
も
、
其
は
矯
正
し
得
ざ
る
に
あ
ら
ず
、
板
垣
伯
も
之
に
は
大
に
配
慮
し
種
々
党
員
と
相
謀
り
つ
〉
あ
り
、
矯
弊
の
実
が
挙
る
も
遠
か
ら
ざ
る
事
な
ら
ん
、
兎
に
角
来
る
四
月
の
東
京
大
会
ま
で
本
案
の
議
決
を
延
期
す
べ
し
前
者
の
壮
士
嫌
い
か
ら
見
て
、
発
議
者
は
旧
月
曜
会
、
板
垣
退
助
の
動
向
に
詳
し
い
と
こ
ろ
か
ら
反
対
者
は
大
阪
苦
楽
府
系
か
壮
士
系
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
会
議
で
、
分
離
説
は
三
一
人
中
の
一
八
人
が
賛
成
し
、
可
決
し
た
。
た
だ
し
、
三
月
八
日
の
「
大
阪
地
方
部
員
臨
時
大
会
」
を
開
き
、
そ
こ
で
も
可
決
さ
れ
れ
ば
、
四
月
の
東
京
大
会
に
提
案
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
三
月
の
地
方
部
会
準
備
委
員
と
し
て
選
出
さ
れ
た
横
田
虎
彦
、
寺
田
寛
、
森
秀
次
、
野
田
正
景
、
植
場
平
の
五
人
は
、
旧
月
曜
会
(横
田
、
森
)
、
大
阪
苦
楽
府
(寺
田
)、
中
間
派
(野
田
、
植
場
)
と
な
り
、
旧
月
曜
会
系
が
優
勢
だ
っ
た
。
大
阪
地
方
部
党
員
の
分
離
説
が
出
て
い
る
中
、
二
月
二
八
日
大
阪
苦
楽
府
も
解
散
を
決
議
す
る
。
○
大
阪
苦
楽
府
の
解
散
同
苦
楽
府
は
欄
内
に
も
報
道
せ
し
如
く
昨
二
十
八
日
臨
時
総
会
を
開
き
し
が
、
其
題
案
た
る
同
苦
楽
府
存
廃
の
件
は
断
然
解
散
す
べ
し
と
い
ふ
に
決
し
、
且
残
務
を
現
任
幹
事
寺
尾
鉄
之
助
、
矢
野
勝
、
金
丸
鉄
の
諸
氏
に
て
処
弁
す
る
事
を
も
取
定
め
た
り
と
聞
く
(『大
阪
朝
日
新
聞
』
三
月
一
日
欄
外
記
事
)
こ
の
解
散
は
、
板
垣
退
助
の
動
向
に
沿
っ
た
も
の
だ
と
い
う
の
が
、
『大
阪
朝
日
新
聞
』
の
観
測
だ
っ
た
。
○
大
阪
苦
楽
府
総
会
大
井
憲
太
郎
氏
等
の
自
由
党
再
興
の
挙
に
与
り
、
夫
よ
り
会
員
を
以
て
関
西
自
由
党
を
組
織
し
、
後
又
愛
国
公
党
の
樹
立
に
及
び
て
更
に
之
に
入
り
、
今
は
立
憲
自
由
党
中
の
も
の
た
れ
ど
も
、
常
に
板
垣
伯
の
挙
措
を
仰
視
し
つ
〉
あ
る
が
如
き
同
苦
楽
府
は
…
…
(『大
阪
朝
日
新
聞
』
三
月
一
日
、
前
記
欄
外
記
事
の
「
欄
内
」
に
あ
た
る
)
第
一
回
総
選
挙
後
の
政
治
情
勢
一
五
三
一
五
四
　ゆ
　
板
垣
退
助
の
動
向
を
確
認
す
る
に
は
、
第
一
議
会
で
の
予
算
審
議
を
お
さ
ら
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
山
県
有
朋
内
閣
は
、
一
八
九
〇
年
一
二
月
三
日
「
明
治
二
十
四
年
度
歳
入
歳
出
総
予
算
案
」
を
衆
議
院
に
提
出
し
た
。
五
日
に
は
予
算
委
員
会
が
成
立
し
、
予
算
案
の
査
定
に
あ
た
っ
た
。
二
七
日
に
よ
う
や
く
査
定
を
終
わ
り
、
翌
一
八
九
一
年
一
月
八
日
、
大
江
卓
委
員
長
が
衆
議
院
本
会
議
に
、
審
査
経
過
と
と
も
に
報
告
し
た
。
松
方
正
義
蔵
相
は
、
い
ち
早
く
九
日
に
は
査
定
不
同
意
を
予
告
発
言
し
て
い
る
。
政
府
と
民
党
の
予
算
案
を
め
ぐ
る
対
立
が
表
面
に
現
れ
る
と
、
特
に
立
憲
自
由
党
の
硬
派
グ
ル
ー
プ
が
、
妥
協
的
な
代
議
士
を
追
及
し
は
じ
め
る
。
硬
派
グ
ル
ー
プ
の
中
心
は
、
大
井
憲
太
郎
ら
で
、
壮
士
集
団
を
使
っ
て
、
妥
協
の
封
殺
に
や
っ
き
と
な
っ
た
。
大
阪
地
方
党
員
集
会
で
、
二
月
初
め
以
来
議
論
に
な
っ
て
い
る
壮
士
問
題
と
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で
、
「
二
三
の
有
力
者
」
に
大
井
憲
太
郎
が
含
ま
れ
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
板
垣
退
助
は
、
最
初
の
議
会
に
お
け
る
予
算
案
の
成
立
を
願
っ
て
い
た
よ
う
で
、
一
月
一
八
日
に
は
、
立
憲
自
由
党
に
対
し
て
「今
日
よ
り
兄
弟
と
分
立
し
て
政
治
社
会
に
立
つ
の
決
心
」
(『大
阪
朝
日
新
聞
』
一
八
九
一
年
一
月
二
一
日
)
と
の
書
簡
を
送
り
、
直
ち
に
「板
垣
伯
は
栗
原
亮
一
、
江
口
三
省
両
氏
と
共
に
今
十
九
日
立
憲
自
由
党
を
退
き
た
り
」
(同
)
と
報
じ
ら
れ
た
。
直
接
に
は
、
栗
原
が
執
筆
し
た
『自
由
新
聞
』
の
社
説
が
、
壮
士
集
団
を
非
難
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
八
日
の
立
憲
自
由
党
協
議
会
が
、
詰
問
団
を
自
由
新
聞
社
に
送
ろ
う
と
し
た
。
そ
れ
を
板
垣
が
「自
由
主
義
に
背
」
く
も
の
だ
と
断
じ
て
、
決
別
書
を
送
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
時
は
、
和
解
が
成
立
し
た
が
、
結
局
二
月
二
〇
日
土
佐
派
(旧
愛
国
公
党
派
)
が
予
算
処
理
を
め
ぐ
る
決
議
(憲
法
第
六
七
条
問
題
)
に
、
賛
成
派
に
回
り
、
硬
派
の
主
張
す
る
予
算
削
減
案
が
通
過
で
き
ず
、
妥
協
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
二
四
日
土
佐
派
を
中
心
に
脱
党
す
る
。
続
い
て
、
二
六
日
板
垣
も
脱
党
し
た
。
先
の
『大
阪
朝
日
新
聞
』
の
観
測
は
あ
た
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
一
月
の
板
垣
脱
党
騒
ぎ
の
際
、
同
時
に
江
口
三
省
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
江
口
は
、
『東
雲
新
聞
』
の
記
者
で
あ
り
、
大
井
憲
太
郎
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
壮
士
集
団
を
使
っ
て
代
議
士
を
脅
す
こ
と
に
対
し
、
『東
雲
新
聞
』
で
も
反
発
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
壮
士
集
団
を
含
ん
で
い
た
関
西
愛
国
同
盟
会
と
は
異
な
っ
た
集
団
に
、
大
阪
苦
楽
府
は
変
化
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
、
大
阪
苦
楽
府
を
解
散
し
、
旧
月
曜
会
と
の
実
質
的
合
同
を
意
味
す
る
、
大
阪
で
の
統
一
的
政
治
集
団
作
り
に
踏
み
切
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
月
に
予
告
さ
れ
た
三
月
の
立
憲
自
由
党
大
阪
地
方
部
大
会
は
、
三
月
七
日
に
開
催
さ
れ
る
。
そ
の
議
題
に
つ
い
て
、
『大
阪
朝
日
新
聞
』
は
次
の
よ
う
に
、
寺
尾
と
横
田
の
共
同
案
だ
と
伝
え
て
い
る
。
○
自
由
党
大
阪
地
方
部
大
会
の
題
案
(前
略
)
同
会
の
題
案
は
過
日
代
議
員
会
に
て
此
準
備
委
員
に
撰
挙
せ
ら
れ
た
る
寺
尾
鉄
之
助
、
横
田
虎
彦
等
諸
氏
の
起
草
に
係
り
「大
阪
地
方
党
員
は
此
際
断
然
分
離
す
る
事
、
大
阪
自
由
苦
楽
部
を
設
立
す
る
事
、
苦
楽
部
は
政
社
組
織
に
す
る
事
、
常
議
員
三
十
名
を
置
く
事
、
理
事
三
名
を
置
き
諸
務
を
処
弁
せ
し
む
る
事
、
苦
楽
部
に
充
つ
る
た
め
家
屋
を
借
入
る
〉
事
」
の
諸
件
な
り
と
そ
、
又
此
日
大
会
に
参
集
す
る
大
阪
地
方
部
員
の
種
別
は
摂
河
泉
同
盟
会
員
、
旧
月
曜
会
員
等
な
る
由
(『大
阪
朝
日
新
聞
』
三
月
一
日
)
こ
の
号
の
別
の
面
に
は
、
脱
党
し
た
片
岡
健
吉
・
植
木
枝
盛
ら
が
「自
由
倶
楽
部
設
立
の
相
談
」
の
た
め
二
五
日
に
東
京
木
挽
町
に
集
ま
っ
た
と
い
う
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
『大
阪
朝
日
新
聞
』
は
「
(大
阪
自
由
)
苦
楽
部
を
以
て
更
に
東
京
の
倶
楽
部
と
東
西
相
呼
応
す
る
事
に
な
り
ゆ
く
べ
き
か
」
と
観
測
し
た
(三
月
一
日
)
。
さ
て
七
日
の
大
会
で
あ
る
。
○
立
憲
自
由
党
大
阪
地
方
部
大
会
は
愈
よ
昨
日
午
後
三
時
よ
り
中
の
島
の
洗
心
館
に
開
き
、
参
列
者
六
十
三
人
に
て
、
寺
田
寛
氏
を
座
長
と
し
、
同
会
準
備
委
員
提
出
議
案
中
、
同
党
と
分
離
す
る
件
(第
一
)
を
先
づ
議
し
た
る
が
、
三
人
を
除
く
外
は
皆
之
を
可
と
し
断
然
分
離
す
る
こ
と
に
決
し
、
次
に
政
社
組
織
の
大
阪
自
由
倶
楽
部
を
設
く
る
件
(第
二
)
も
多
数
に
て
可
決
し
、
次
に
同
倶
楽
部
規
約
十
三
条
(第
三
)
を
議
し
少
修
正
を
施
せ
し
ま
で
に
て
亦
可
決
し
、
次
に
規
約
に
定
め
ら
れ
た
る
常
議
員
三
十
人
を
置
き
、
其
中
に
て
理
事
三
人
を
互
選
す
る
事
と
し
、
猶
議
員
推
挙
は
簡
便
法
に
従
ひ
議
長
に
於
て
□
員
五
人
を
定
め
て
之
を
な
さ
し
め
、
五
人
の
委
員
も
常
議
員
中
の
も
の
と
す
る
に
決
し
、
推
挙
委
員
は
横
田
虎
彦
、
森
秀
次
(皆
旧
大
阪
月
曜
会
員
)
、
寺
尾
鉄
之
助
、
戸
口
亀
太
郎
、
林
賢
造
(旧
大
阪
苦
楽
府
派
)
五
氏
が
指
名
せ
ら
れ
、
五
委
員
合
議
の
上
全
く
推
挙
し
、
夫
よ
り
第
一
回
総
選
挙
後
の
政
治
情
勢
一
五
五
一
五
六
懇
親
会
を
開
き
、
六
時
頃
退
散
と
な
れ
り
(倶
楽
部
規
約
全
文
及
び
常
議
員
姓
名
と
も
已
に
得
た
れ
ど
も
欄
外
も
余
地
な
き
に
由
り
次
号
に
記
載
せ
ん
)
(『大
阪
朝
日
新
聞
』
三
月
八
日
欄
外
記
事
)
分
離
説
は
六
〇
対
三
と
い
う
圧
倒
的
多
数
で
可
決
さ
れ
、
組
織
名
称
、
規
約
、
役
員
と
滑
ら
か
に
決
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
旧
月
曜
会
と
旧
大
阪
苦
楽
府
と
の
間
に
は
な
ん
の
溝
も
な
く
な
っ
て
い
た
。
「
百
二
十
余
人
」
と
さ
れ
る
党
員
は
、
連
署
し
た
分
離
届
を
準
備
し
始
め
た
。
○
大
阪
地
方
部
の
分
離
届
大
阪
地
方
立
憲
自
由
党
員
の
分
離
に
確
定
せ
し
こ
と
前
項
の
如
く
な
る
に
就
き
、
其
党
員
百
二
十
余
人
は
東
京
の
同
党
事
務
所
に
届
く
べ
き
書
面
の
連
署
に
着
手
し
た
り
、
此
調
印
は
両
三
日
中
に
取
纏
め
其
上
直
ち
に
郵
送
す
る
都
合
な
り
と
い
ふ
(『大
阪
朝
日
新
聞
』
三
月
一
〇
日
)
規
約
と
常
議
員
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
(
い
ず
れ
も
『大
阪
朝
日
新
聞
』
三
月
一
〇
日
)
。
[大
阪
自
由
苦
楽
府
規
約
]
第
一
条
第
二
条
第
三
条
第
四
条
第
五
条
第
六
条
第
七
条
本
会
は
政
事
上
自
由
主
義
を
執
る
者
を
以
て
組
織
す
本
会
は
大
阪
自
由
苦
楽
府
と
す
会
員
た
ら
ん
と
欲
す
る
者
は
会
員
二
名
以
上
の
紹
介
を
以
て
其
住
所
身
分
職
業
氏
名
を
記
し
て
理
事
に
通
ず
べ
し
入
会
の
許
否
は
理
事
協
議
の
上
之
を
決
す
但
し
理
事
に
於
て
必
要
と
認
む
る
と
き
は
之
を
常
議
員
会
に
付
す
る
こ
と
あ
る
べ
し
会
員
事
故
あ
り
て
退
会
せ
ん
と
す
る
と
き
は
書
簡
を
以
て
其
旨
理
事
に
報
ず
べ
し
凡
そ
会
員
に
し
て
本
会
の
趣
意
に
背
反
し
若
く
は
本
会
の
名
誉
を
毀
損
し
又
は
会
員
た
る
の
義
務
を
尽
さ
ざ
る
者
は
常
議
員
の
議
決
を
以
て
退
会
せ
し
む
る
こ
と
あ
る
べ
し
本
会
は
常
議
員
三
十
名
を
置
き
規
約
の
定
む
る
所
に
依
り
会
務
を
評
決
す
第
八
条
本
会
は
理
事
三
名
を
置
き
会
務
を
整
理
せ
し
む
第
九
条
常
議
員
は
総
会
に
於
て
投
票
を
以
て
之
を
選
挙
し
、
理
事
常
議
員
中
よ
り
之
を
互
選
す
第
十
条
理
事
及
び
常
議
員
の
任
期
は
各
六
箇
月
と
し
、
常
議
員
は
総
会
に
於
て
半
数
を
、
理
事
は
常
議
員
会
に
於
て
三
名
を
各
抽
選
を
以
て
改
選
す
第
十
一
条
理
事
は
会
務
整
頓
の
為
に
必
用
な
る
細
則
を
設
け
常
議
員
の
議
決
を
経
て
之
を
施
行
す
第
十
二
条
毎
年
四
月
十
月
に
総
会
を
開
き
理
事
よ
り
報
告
す
る
事
務
の
巓
末
及
び
会
計
決
算
を
勘
査
し
其
他
緊
要
の
事
件
を
議
決
す
会
員
十
名
以
上
の
請
求
若
く
は
緊
急
の
必
要
あ
る
と
き
は
理
事
及
び
常
議
員
の
意
見
を
以
て
臨
時
総
会
を
開
く
こ
と
あ
る
べ
し
総
会
及
び
臨
時
総
会
は
会
員
総
数
の
五
分
一
出
席
す
る
に
非
ら
ざ
れ
ぼ
議
事
を
開
く
こ
と
を
得
ず
第
十
三
条
会
員
は
毎
月
会
費
金
十
銭
を
理
事
に
納
む
可
し
[常
議
員
」
は
、
記
事
に
も
と
つ
い
て
第
3
表
を
つ
く
る
。
第
3
表
大
阪
自
由
苦
楽
府
・
常
議
員
一
覧
地
域
数
氏
名
大
阪
市
島
上
郡
島
下
郡
交
野
郡
若
江
郡
10
伊
藤
徳
三
、
横
田
虎
彦
、
寺
田
寛
、
森
作
太
郎
、
寺
尾
鉄
之
助
、
金
丸
鉄
、
日
野
国
明
、
竹
中
鶴
二
郎
、
左
近
司
六
蔵
4　　　
石
橋
栄
岡
崎
経
充
、
森
本
玄
良
、
馬
場
三
右
衛
門
井
上
誠
一
郎
植
田
重
太
郎
三
宅
万
寿
雄
、
植
場
平
第
一
回
総
選
挙
後
の
政
治
情
勢
一
五
七
一
五
八
茨
田
郡
西
成
郡
東
成
住
吉
郡
日
根
郡
南
郡
和
泉
大
鳥
郡
堺
市
川
辺
郡
能
勢
豊
島
郡
　22　2　　　2
西
村
禎
造
林
挙
三
、
西
島
喜
代
三
郎
多
賀
谷
陳
、
錦
谷
亀
太
郎
戸
口
亀
太
郎
井
坂
光
輝
、
指
吸
千
太
郎
北
田
豊
三
郎
橋
本
佐
平
吉
弘
直
誠
森
秀
次
、
小
西
荘
太
郎
理
事
伊
藤
徳
三
、
寺
田
寛
、
横
田
虎
彦
(注
)
は
月
曜
会
員
。
注
(
23
)
の
史
料
に
よ
る
。
推
挙
委
員
は
月
曜
会
二
:
大
阪
苦
楽
府
三
と
、
大
阪
苦
楽
府
が
優
勢
だ
っ
た
が
、
理
事
で
は
二
:
一
と
な
り
、
三
〇
名
の
常
議
員
は
細
か
く
は
不
明
だ
が
、
月
曜
会
勢
力
が
優
勢
と
思
わ
れ
る
(少
な
く
と
も
一
〇
名
)
。
摂
河
泉
同
志
会
の
結
成
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
阪
苦
楽
府
系
も
地
域
政
治
勢
力
の
養
成
に
努
力
し
て
い
た
が
、
月
曜
会
系
の
勢
力
拡
大
は
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
同
時
に
、
大
阪
苦
楽
府
と
月
曜
会
の
統
一
が
、
ス
ム
ー
ス
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
統
一
は
、
一
年
前
に
は
考
え
ら
れ
も
し
な
か
っ
た
ほ
ど
、
両
者
は
対
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
一
議
会
に
お
け
る
壮
士
問
題
と
は
、
地
域
利
害
を
代
表
.
代
弁
し
て
代
議
士
と
な
っ
て
も
、
壮
士
の
圧
力
に
よ
り
意
見
を
変
更
し
、
利
害
を
代
弁
し
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
だ
っ
た
。
壮
士
問
題
へ
の
恐
怖
が
、
統
一
を
も
た
ら
し
た
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
む
す
び
に
か
え
て
一
八
八
七
年
の
大
阪
に
は
、
三
つ
の
民
権
団
体
が
あ
っ
た
。
分
岐
点
は
、
名
望
家
と
壮
士
の
位
置
づ
け
、
受
け
入
れ
方
で
あ
る
。
壮
士
問
題
は
、
一
八
九
〇
年
暮
れ
か
ら
の
第
一
議
会
で
も
問
題
に
な
っ
た
。
事
態
は
、
壮
士
を
切
り
捨
て
、
名
望
家
を
基
盤
と
し
て
獲
得
す
る
方
向
に
流
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
象
徴
が
、
一
八
九
一
年
三
月
七
日
の
大
阪
自
由
苦
楽
府
の
結
成
で
あ
る
。
そ
こ
に
集
ま
っ
た
旧
月
曜
会
と
旧
大
阪
苦
楽
府
の
メ
ン
バ
ー
は
、
立
憲
自
由
党
と
も
距
離
を
置
く
方
針
を
採
用
し
た
。
立
憲
自
由
党
を
壮
士
団
体
が
自
由
に
し
て
い
る
と
い
う
判
断
が
そ
こ
に
は
あ
り
、
立
憲
自
由
党
を
そ
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
限
り
、
大
阪
自
由
苦
楽
府
の
中
央
へ
の
結
集
は
不
可
能
だ
っ
た
。
激
し
い
対
立
を
越
え
て
成
立
し
た
大
阪
自
由
苦
楽
府
だ
っ
た
が
、
結
成
一
週
間
後
(三
月
一
六
日
投
票
)
の
大
阪
四
区
補
選
(中
江
兆
民
の
辞
職
に
よ
る
)
で
は
、
理
事
の
寺
田
寛
を
立
て
て
、
村
山
龍
平
見
市
乗
保
福
井
英
三
郎
寺
田
寛
六
五
八
五
二
九
四
〇
四
一
七
七
と
惨
敗
を
喫
し
た
(『大
阪
朝
日
新
聞
』
三
月
一
九
日
)。
選
挙
区
は
、
東
成
郡
・
西
成
郡
・
住
吉
郡
に
わ
た
り
、
有
権
者
一
九
三
一
人
、
投
票
者
一
八
〇
七
人
で
、
投
票
率
九
三
・
六
%
と
い
う
高
さ
で
の
敗
北
は
、
大
阪
に
お
け
る
自
由
党
勢
力
の
前
途
に
暗
雲
を
投
げ
か
け
　あ
　
る
も
の
だ
っ
た
。
後
藤
孝
夫
氏
は
、
『東
雲
新
聞
』
を
題
材
に
し
つ
つ
、
一
路
衰
退
過
程
に
あ
る
と
描
い
て
い
る
。
果
た
し
て
、
分
離
説
を
と
っ
た
大
阪
自
由
苦
楽
府
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
。
時
間
を
か
け
て
も
う
少
し
追
究
し
て
み
た
い
。
第
一
回
総
選
挙
後
の
政
治
情
勢
一
五
九
一
六
〇
注(1
)
拙
稿
「
『
三
大
事
件
建
白
運
動
』
と
大
阪
民
党
」
(梅
溪
昇
教
授
退
官
記
念
論
文
集
『
日
本
近
代
の
成
立
と
展
開
』
所
収
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
四
年
四
月
)
は
、
一
部
を
書
き
改
め
て
、
拙
著
『
日
本
近
代
都
市
史
研
究
』
(思
文
閣
出
版
、
一
九
九
七
年
二
月
)
に
収
め
た
。
こ
れ
は
、
一
九
八
七
年
の
三
大
事
件
建
白
運
動
だ
け
に
絞
っ
て
い
る
。
(
2
)
北
崎
A
と
前
掲
拙
稿
参
照
。
(
3
)
北
崎
豊
二
「
明
治
前
期
に
お
け
る
大
阪
の
民
衆
運
動
」
(大
阪
歴
史
学
会
・
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
地
域
概
念
の
変
遷
』
所
収
、
雄
山
閣
、
一
九
七
五
年
一
〇
月
)
。
の
ち
同
氏
『
近
代
大
阪
と
部
落
問
題
』
(解
放
出
版
社
、
一
九
九
七
年
四
月
)
に
収
め
ら
れ
た
。
(4
)
一
八
八
八
年
か
ら
一
八
九
二
年
の
壮
士
団
体
に
つ
い
て
は
、
竹
末
勤
「
町
村
合
併
期
の
部
落
問
題
と
『
自
由
平
権
』
主
義
」
(
『部
落
問
題
研
究
』
第
八
三
号
、
一
九
八
五
年
四
月
)
七
八
頁
。
(
5
)
同
右
。
(
6
)
北
崎
A
二
六
二
頁
参
照
。
以
下
こ
の
章
は
同
論
文
に
依
拠
し
て
い
る
。
(
7
)
幹
事
八
名
の
う
ち
六
名
は
、
一
一
月
一
六
日
の
発
起
人
会
(六
三
名
中
四
〇
名
出
席
)
で
選
ば
れ
た
。
田
村
太
兵
衛
・
前
川
彦
十
郎
-
南
区
、
佐
野
与
兵
衛
・
播
本
孝
良
-
西
区
、
福
井
精
三
.
門
田
利
助
-
東
区
。
毎
月
五
日
の
月
例
会
の
会
場
は
、
西
倶
楽
部
と
さ
れ
て
い
る
。
「
○
大
阪
協
和
会
の
会
議
」
、
『
朝
日
新
聞
』
一
八
八
八
年
一
一
月
一
八
日
)
(
8
)
『
大
阪
府
会
史
』
第
一
巻
、
大
阪
府
、
一
九
〇
〇
年
六
月
。
(
9
)
同
右
。
(
10
)
前
掲
後
藤
論
文
七
一
頁
。
(1
)
北
崎
A
二
九
一
～
二
九
六
頁
。
(12
)
北
崎
A
二
七
一
頁
。
(13
)
同
右
。
(14
)
北
崎
A
二
六
六
頁
。
(15
)
拙
著
二
五
二
頁
。
(16
)
月
曜
会
と
大
阪
苦
楽
府
の
対
立
状
況
に
つ
い
て
は
、
後
藤
前
掲
論
文
と
北
崎
A
を
参
照
。
(
17
)
鳥
海
靖
「藩
閥
対
民
党
」
(
内
田
健
三
・
金
原
左
門
・
古
屋
哲
夫
編
『
日
本
議
会
史
録
』
第
一
巻
、
第
一
法
規
出
版
、
一
九
九
一
年
二
月
)
七
〇
～
七
三
頁
。
(
18
)
第
1
表
の
注
の
文
献
二
頁
。
(
19
)
注
(
17
)
の
七
三
頁
。
(
20
)
第
1
表
の
注
の
文
献
三
～
四
頁
。
(21
)
前
掲
鳥
海
論
文
七
五
頁
。
(2
)
北
崎
A
二
九
一
頁
。
(23
)
「
会
員
名
簿
/
大
阪
月
曜
会
/
明
治
二
十
三
年
五
月
調
査
現
員
」
(豊
中
市
・
奥
野
家
文
書
)
で
は
、
二
七
一
名
の
会
員
と
な
っ
て
い
る
。
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
の
記
事
の
二
ヶ
月
前
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
実
数
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
(
24
)
以
下
、
前
掲
鳥
海
論
文
に
よ
る
。
(
25
)
前
掲
後
藤
論
文
。
